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 研究要旨 

 ノロウイルス食中毒予防の基礎資料とするために、2014 年 9 月から 2017 年

1 月の期間に行政検査依頼により搬入された糞便検体から検出されたノロウイ

ルスについて、流行状況を把握し、検出された遺伝子型の推移を調査した。 

 2014/15 シーズンでは GII.4 による事例が最も多く 23 事例発生した。次いで

GII.17（16 事例）、GI.2（8 事例）の順で事例数が多かった。2015/16 シーズン

には、GII.17（14 事例）が流行の主流となり、GII.4（11 事例）を上回った。

2016/17 シーズンは現在のところ、GII.2 が 13 事例と、大きな流行により大半

を占め、1事例のみ GII.17 が発生した。 

 GII.4 は数年おきに亜型が出現することが知られているが、検出事例が減少

傾向にあることや、Sydney2012 株が未だに検出され続けていること、ここ数年

Capsid N/S 領域におけるアミノ酸配列に変異がみられないことを考えると、近

いうちに新たな亜型が出現する可能性もある。また、GII.17 は変異株の出現に

よって大きな流行を引き起こしたが、2016/17 シーズンは現在のところ検出事

例が少ない。しかしながら、GII.17 はここ 2シーズン連続して年明けに事例数

のピークを迎える傾向があり、引き続き注視する必要がある。 

 ノロウイルスはシーズンごとに流行する遺伝子型が異なるため、今後も

GII.4 や GII.17、GII.2 など近年流行の主流となっている遺伝子型の発生状況

について、注意深く監視することが重要である。 

 

 

A. 研究目的 

 ノロウイルスによる食中毒は主に冬季

に発生し、全国での食中毒事例件数は全

細菌性食中毒と比べると少ないものの、1

事例あたりの患者数が多く、ほぼ毎年ノ

ロウイルスが日本における食中毒の患者

数の最上位を占めている。また、ノロウ

イルスは冬季の感染性胃腸炎の主要な原

因ウイルスであり、小児から高齢者まで

幅広い年齢層に感染し、保育園・高齢者

福祉施設において集団感染が多くみられ

る。流行する遺伝子型が年によって変動
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するうえ、最近では GII.17 変異株が新た

に検出されている。ノロウイルスによる

食中毒はこれらの感染症としての流行を

背景として発生することから、本ウイル

スの流行状況や遺伝子型を分析すること

は、予防対策上重要である。そこで今回、

2014/15 シーズン、2015/16 シーズン及び

2016/17 シーズン（9月から 1 月まで）の

ノロウイルス遺伝子型検出状況を把握し、

検出される遺伝子型の特徴について調査

した。 

 

B. 研究方法 

1. 材料 

 2014 年 9 月から 2017 年 1 月の期間に、

食中毒事例及び保育園等における集団発

生事例（感染症事例）でノロウイルス検

査の行政依頼を受けて当所に搬入された

糞便等を検査材料とした。 

 なお、後述する C.研究結果の 2．及び 3．

については、倫理面に配慮し、検査検体

の調査研究事業に関する同意を得られた

130 検体 60 事例のみを用いた。 

2. ノロウイルスの遺伝子型同定 

 糞便を PBS(-)で 10％乳剤としたのち、

10,000rpm 10 分間遠心した上清を RNA 抽

出用検体とした。QIAamp Viral RNA mini 

Kit (QIAGEN) を用いて抽出した RNA は、

DNase 処理、逆転写反応を行ったのち、

Capsid N/S 領域についてコンベンショナ

ル PCR を実施し、陽性であったものにつ

いてダイレクトシークエンスを行い、解

読した塩基配列を Norovirus Genotyping 

Tool Version 1.0 (http://www.rivm.nl/ 

mpf/norovirus/typingtool) を用いて遺

伝子型を同定した。 

3. 検出されたノロウイルス（GII）の系

統樹解析 

 2．の方法で解読した塩基配列を、MEGA5

を用いてアミノ酸に置換し、代表株及び

データベースから得られた標準株を使用

して、最尤法によって系統樹を作成した。 

 

(倫理面への配慮) 

 本研究の実施については、当所倫理審

査委員会にて承認済みである（２８川健

安研第１４１１号）。 

 

C. 研究結果 

1. ノロウイルス検出状況 

 川崎市においてノロウイルス検出事例

は、2014 年 9 月から 2017 年 1 月までに

106 事例発生しており、そのうち最も多か

ったのは GII.4 による事例であった。次

いで GII.17 による事例が多く、この 2種

類の遺伝子型による事例が半数以上を占

めた（図１）。 

 シーズン別にみると、2014/15 シーズン

では GII.4 が 23 事例と最も多く、次いで

GII.17（16 事例）、GI.2（8 事例）の順で

多かった。2015/16 シーズンでは GII.17

（14 事例）が GII.4（11 事例）を上回り、

次いでGII.3（4事例）が多かった。2016/17

シーズンは、2016 年 9 月から 2017 年 1

月までの 5 ヶ月間のみであるが、GII.2

が 13 事例と大半を占めており、1 事例の

み GII.17 が検出された（図２）。 

 月別に検出状況をみると、GII.4 は 12

月や 1 月に検出事例数のピークがくるこ

とが多く、GII.17 は年明けから事例が増

加し、2 月や 3 月にピークを迎えており、

GII.17 が GII.4 を追うように流行する傾
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向が2シーズン連続してみられた（図３）。 

2. 食中毒事例と感染症事例の比較 

 食品を介して発生する食中毒事例と、

主にヒト－ヒト感染によって引き起こさ

れる感染症事例について、感染経路の違

いによって検出される遺伝子型に特徴が

ないか、比較を行った（図４）。 

 食中毒事例では、GII.17（19 事例）と

GII.4（14 事例）の 2 つの遺伝子型が 3

分の 2 を占めており、全体の検出状況と

同様の傾向がみられた。一方、保育園や

幼稚園、小学校等の低年齢層での集団発

生事例では、流行のみられた GII.4 及び

GII.17 だけではなく GII.3 等、多様な遺

伝子型が検出された。 

3. 系統樹解析 

 検出されたノロウイルス GII について

アミノ酸の系統樹解析を行った（図５）。 

塩基配列の異なる株でも、アミノ酸に置

換すると 100％相同性が一致する株が多

かった。GII.17 については 2014/15 シー

ズ ン 以 降 に 検 出 さ れ た 株 は 全 て

kawasaki323 株または kawasaki308 株と

同一クラスターに属した。 

 

D. 考察 

 2014/15 シーズンに最も事例数の多か

った GII.4 は、2015/16 シーズンでは

GII.17 の事例数を下回った。2016/17 シ

ーズンでは現在のところ 1 事例も検出さ

れていないことから、GII.4 に対する免疫

を多くの人が獲得したため、流行が抑え

られている可能性が考えられる。現在ま

でに検出されている株の Capsid N/S 領域

をみると、アミノ酸の変異がみられない

ことから、大きな変異は起こっていない

と考えられるが、GII.4 は数年おきに亜型

が出現し、大きな流行を引き起こすこと

が知られており、今後も注視していく必

要がある。 

 2014/15 シーズンから流行がみられた

GII.17 変異株は、Capsid N/S 領域のみで

も既知のGII.17から大きく変異している

ことがわかり、このように抗原性を変え

たことで人々の免疫を回避し、流行に繋

がったことが示唆された。また、2シーズ

ン続けて GII.4 の流行が収まった年明け

頃からGII.17の事例数が増加しているこ

とから、GII.4 と何らかの干渉作用が起こ

っている可能性が考えられるが、原因に

ついては解明されておらず、Capsid 全長

や RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ（RdRp）

領域等、より詳細な解析が必要である。 

 感染経路による検出遺伝子型の比較で

は、食中毒事例においては検出される遺

伝子型に偏りがあり、獲得免疫によって

感染が抑制されていることが示唆された。

一方で、保育園等における集団発生事例

では、多様な遺伝子型が検出された。低

年齢層においては獲得免疫が不十分であ

るため、流行遺伝子型に関わらず感染し、

集団の中で蔓延したことが推測される。 

 2016/17シーズンでは、GII.2の大きな

流行があり、川崎市においては GII.4 は

検出されておらず、GII.17も 1事例のみ

となっている。GII.17については 2シー

ズンと同様に、2月に事例数が増加する可

能性もあるため、今後の動向を注意深く

監視することが重要である。 

 

E. 結論 

2014年 9月から2017年 1月にかけて川
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崎市におけるノロウイルスの流行状況を

調査したところ、GII.4、GII.17及びGII.2

が近年の主流となっていることがわかっ

た。 

GII.4 は数年おきに亜型が出現するこ

とが知られているが、近年大きな変異は

みられていない。また、GII.17 変異株は

年明けから検出事例数のピークを迎える

傾向がみられ、今シーズンも同様にこれ

から増加する可能性があるため、今後も

流行状況を注視していくことが重要であ

る。 

 

F. 研究発表 

1. 論文発表：なし 

2. 学会発表：なし 
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1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録：なし 

3. その他：なし 
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図１ 検出遺伝子型別事例数（2014.9～2017.1） 

 

 

 

 

 

 

 

図２ シーズン別検出遺伝子型別事例数 
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図３ 月別検出遺伝子型別事例数 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 感染経路別遺伝子型別事例数（2014.9～2017.1） 
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図５ ノロウイルス GII Capsid N/S 領域（アミノ酸）の系統樹 
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